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時代と共に変わる動物園

日本の動物園は戦時中の不幸な時期を乗り越えて、
戦後は日本全国に数多くの動物園が開園した。子供
連れの家族を中心に親しまれていた動物園も1980年
頃になると、新しいレジャー施設が開設され、余暇活
動も多様化し入園者が減少してくる。また、施設の老
朽化もあって閉園に至るケースが増えるようになる。
日本最北にある旭山動物園も閉園の危機を迎える。
集客力のある動物を飼育していないこの動物園では、
従来型の動物の形態を展示する方法から、動物行動
を展示する方法に変えることによって、動物園の魅力
をアピールすることに成功する。また、関係者の動物
園存続の熱心な活動もあり旭山動物園は見事に復活
を遂げる。首都圏、海外からの来園者も多く、全国で
も上位の入園者を誇る。
私が生まれ育った大牟田にも動物園がある。近年

「動物福祉」をテーマにしたこの動物園が全国的にも
注目を集めるようになった。私もこの動物園に何度か
足を運んだ記憶がある。炭鉱と
化学工業の町としてかつて栄え
たこの町も産業構造の変化とと
もに人口が減少し、過疎化が進
む。現在の人口は最盛期の半分
ほどに落ち込んでいる。この動
物園も経営難から一時は閉園の
危機にあった。しかし高齢化し
た動物の介護や怪我をした動物
へのいたわりが、市民の癒しと
共感を得るようになった。この
動物園をモデルにした映画「い
のちのスケッチ」は、地元を中心
に話題になり来園者数も回復す
るようになった。
「子供のための施設」という一
面が強かった動物園も時代とと
もに役割が変わり、人間と動物
との距離を縮めて、動物の生態

を学ぶ高度な生涯教育施設として動物園は歩み始め
ている。

人口減少期を迎えて

我が国はこれまで経験したことがないような人口減
少期を迎えている。令和5年4月の厚生労働省審議会
資料1）では、我が国の人口（外国人の入国を含む）は、
2020年の1億2,615万人から、2070年には8,700万人
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ていくことが必要になっている
と考えている。

朽ちゆくインフラの美しさ

我が国には、既に役目を終え
たインフラが数多く点在してい
る。私は機会があると土木・建
築遺構や廃墟、廃線などを訪れ
ることがある。かつて賑わった
風景を思い浮かべ、目前の廃墟
が自然の中に調和しながら、い
つかは終えてしまう姿に人生を
重ね合わせてしまうからかもし
れない。人工湖である糠
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沈む幻の橋梁、タウシュベツ川
橋梁の姿は四季を通して魅了し
てやまない。かつては蒸気機関
車が走り抜けた橋も今は廃線と

なり、ただそこに存在を示すのみとなっている。北海
道の厳しい自然の中で、凍結融解を受けながら静か
に終えようとしている（写真1）。

かつては黒いダイヤモンドと呼ばれた石炭採掘の
ための人工島端島（通称軍艦島）も石炭から石油にエ
ネルギー需要が移行し、1974年炭鉱が閉山し無人島
となる。最盛期には5千人を越す人たちが暮らした端
島では、1916年に当時としては日本で最初の鉄筋コ
ンクリート造高層住宅が建設されたが、現在は廃墟と
なっている（写真2）。栄枯盛衰、かつて賑わいがあっ
たこの島のインフラもいつかは崩れ落ちてしまう。
これから増えるであろう朽ちゆくインフラをいつま
でも見守っていけたらと思ふ次第である。
本協会では、毎年フォトコンテストが行われている。

数多くの感動を与えてくれる秀作ばかりの作品集と
なっている。「美しすぎる朽ちゆくインフラ」のフォト
コンテストの企画がいつかはあっても良いのではない
かと思う。
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に減少すると推計している。毎年およそ80万人の減
少が予測され、人口が最下位の県が1年で消滅するほ
どの速度となっている。「国土の長期展望」中間とり
まとめ資料2）においても、2050年までに全市区町村の
約3割が人口半数未満になることが予測されている。
消滅可能都市 3）が実際に消滅することが現実味を帯
びてきている。2070年の合計特殊出生率（以下出生
率と呼ぶ）の推計値 1）は、中位で1.36、高位でも1.64
であり、人口を維持するのに必要とされる出生率2.1
に及ばない。したがって、今後40～50年は人口減少
を覚悟しなければならない。このような人口減少下に
おいて、今あるインフラが全て必要かどうか見極める
必要があると思う。
私はこれまで神奈川県下の地方自治体の橋梁長寿
命化計画に携わってきた。橋梁長寿命化計画では、
予防保全を行っていくことで今後100年にわたって
必要とされる橋梁補修費を節約することが計画に盛
り込まれる。しかし、現在管理されている橋梁の中
には建設後既に50年を経過した橋梁もある。今後
100年間にわたり補修しながら橋梁を供用していく
シナリオにおいても、101年目以降には計画からは見
えてこない更新費の波が押し寄せてくることは明ら
かである。橋梁に限らず、人口減少により社会が縮
小していく中で、全てのインフラを維持管理してい
くのは難しく、これまで構築されたインフラの課題は、
将来のインフラ像を描きながら、選択と再構築を行っ

人口減少下社会におけるインフラに思ふ
論説
・
提言

このコーナーでは「日本が目指すべき姿と社会のあり方、そこで必要とされるインフラと実現に向けた方策、そして
その際に果たすべき建設コンサルタントの役割とは」をテーマに、各専門分野の視点からの提言を掲載しています。第30回

出雲 淳一（IZUMO Junichi）

一般社団法人建設コンサルタンツ協会　理事

写真1　タウシュベツ川橋梁（筆者撮影2017年）

写真2　端島の鉄筋コンクリート造高層住宅（筆者撮影2015年）
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